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平城宮跡第 I7 3次発l屈訓査現地説明会資料

1986年8月2:ll:| 

奈良［国立文化財研究所 平城宮跡発l/：n糾I究部

（はじめに）

平城宮跡発l屈訊］飛郎t;［第 173次訓査として推定第二次り）］堂院の束第二堂の発掘訓

査を行ってきた。発11,li而積約 1600111'、調査は 7月 1日より開始し、現在椛続中で

ある。

訊］査地は「第二次」大廂殿の束南方にあたる。この「第二次」大極設院地区に

（ 
更） ついては敷次にわたる訊J3lf.によってその様相が明かとなり近年、訊l査は大極股院

ーの南に位陸する削l堂院地区に及んでいる。刺堂院の東第一批については一咋年の

訓査によって概要がり］らかになっている。今回の訓査はそれを受けて、束第二幽

の規模と構造及び、第二負tに先行する下陪遺 1・隊の有無とその規模を確終すること

を目的としている。

調査地は奈良 Ill.fr．陵から南に延びる尾恨の一支J元上に位陸し、東及びWiに向か

って緩やかに傾斜している。削11位院の建設にあたっては、この旧地形をかなり大

幅に整地している。つまり、宮造営前の傾斜地の上に 3屈にわたって土盛り、整

地し、その上に穀舎を建設している。

（検出遣jit)

．‘ 検 出遥構t;t、印II堂院第二堂、及びその下限遺涸、掘立柱束西棟、 1屈立柱南北J扉、

c足堪穴の可能性がある小柱穴群などである。以下冊単に説明を加える。
荊堂院東第二堂 (SBO I) 瓦玲：き礎石建ち 9Jill X 4 !ill O) 1!9 i7ii Jniを持つ南北

棟建物である。基 J豆の北、束、西の各辺は後世の耕作等によって大幅に削平され、

瑚石も全て抜き取られていたが、恨石の一部 (7:I］所）と、 l偕段の痕跡、東第一

堂調査時にも検出した iiiJ豆西録の湿気抜きの「めくら」暗策などの存在によって

第二堂の甚l要規l見を復liiすることができた。柱間は、存在した砥石からみて{11行

・梁行とも I3尺 (3,Dm)名仔lii1で、廂の出が 10尺、第二堂の柱間総長は南北Ill尺

(33rn)東西46尺 (13,5m) となる。

階段は、基J型西而と北 iliiにある。西而は、第二堂西而の iE而及びその左右0)3 

カ所に、北而は中央に 1:JI所がある。これらの階段自休し；t：全て失 1)れているが、

階段耳石の地覆110) }屈つけ痕跡がかすかに残る。

邸l阿の築成は 1月｛込地数を行わず、整地）i(の」：；しこ、 II ~ 5 1何程度0.JJ，し）阿土を頂み、

行っている。版策はかなり雑である。

甚J阿化粧は、西而の一部で 1袋出した iif灰宕地悶石 0)痕跡などからみて、凝灰岩

切石による 1型正積み基J翌であろう。 i楚石 1立i骰と地惰石の痕跡から復原した碁lm;t

1mから 7)せ外になる。この第二堂は、二年前に検出した第一］［に比べるとlii1子が

二l開分長い耶が異なるだけで、梁行・柱間寸法とも一致し、二つの建物は南北に

柱筋を揃えている。

なお、上）屈の第二堂に伴う造構として碁l斑西側を南北に走る ,1幅40CIII、深さ 10cm

の牒をつめた涸 SD O 3-、北側の 2I:n x 3 11りのII品立柱束西棟建物、二条の塀、及

び碁塊束側に点在する小柱穴群があるが、いずれも短期間のうちに埋められ、基

埋外届Iし；［一而に細陳が敷かれていた。

束第二堂下屈選構 (SBO 2) 第二1位と重筏して存在する 1糀立柱建物。西I!！I1

に)!iiをもつ 12nux311りの南北1東で、柱Itlt;t l{j行・梁行とも I0尺等間で高る。 11,¥1立柱

建物は、すでに束第一名［の糾1 査 II寺においても検出しているが、第••••• •i芯 0) それが、

上）屈泄I術の前111線と約 7rn西にずれるのに対し、今l目の SBO 2 t;t、南北の軸線を

上）怪逍構のそれとほぼ揃えている点が大きく媒なる。 こ o•l S R o 2は、第一・宜下

J邑建物 SB117り0の約80尺 (24,n)南にあり、第一堂下屈 0)束）月と第二堂下）面の身

舎西側柱が柱筋をそろえる。

（i営物）

哨f 瓦がり 7点出土しており、その中でも 1年丸瓦 6225型式と叩r• 平瓦邸03型式が計 2tl

点にのぼり、第二堂0))ifrJTI冗も他の第二次刊1堂院地区と同様のIII合せであるとい

う事を示している。

（成果と意義）

今回の糾l査によって lリlらかになった点を以下に列祁しよう。

1. 「第二次」削l堂院束第二堂の規模と構造が明らかになったこと。この第二堂

は、従来の復原では切要の建物と考えられていたが、先に述べたように 7llり

X 41]りの四而問建物で、入 G]:J塁建物と判明した。また、東第一堂においては、

-I- -2-



西面の階段のみ IIJJかで、 北の階段は不 lリlであったが、 第二国tでは北にも階殷

をl寺つことが lリIらかになった。

9] 

r¥ 

‘、
C

3. 

I). 

5. 

束第二堂の下l邑においても、

た。 規桟等に述いはあるものの一・連の遺構と考えることが出来る。

B 0 2は、 上）屈 0)S B (―) 1にほぼ重なり、

東にずれる。 同じ―Fl屈のllii立柱逍I/Iiでありながら S8 I 17q(）と SB 0 2とで、

これほど軸線がずれる理由については今後の検討課闘だが、

関係から考えると、

堂以下の下屈遺情も＿1：］屈の悧堂と前111線を揃えている可能性が強くなり、

で 1• 二堂の選構群と :Ill 定することが可能となった。

「第二次」利1堂院の下）屈遣構の性格をどの様に考えるかは大きな問題である

が、

て、

第一堂と同様に掘立柱の煕舎 SB O 2を検出し

むしろ SB11740の方が中央によっているのであり、

上にみたように li｛立柱の逍構群が、

とすると、 その性格としては朝堂と考えるべきであり、

第二次大極殿1打屈逍構及び、

ろう。

FIl ill 3勺: (710) 

この地区全体の性格を考えていく必要があ

の平城遷祁 0)当初、

上）臼の利l堂とほぼ対応して 12棟並ぶ

大極殴は朱雀I',JO)正ilii(「第一次」大極

殿地区）にあったことはほぼ確実である。

削l堂院は、

査によって、

他方、

l!llに、

SB  11740の軸線に対しては約 7m 

この大極．t役の南に接して営まれた

藤原宮と異なる四堂型式のnll堂院である。

建造年II:が遷都からやや9各って、 益屯以降と考えられている。

平城宮1iJI堂のJll例は和絹末年にはすでにみえており、

なる逍構：群にあてはめるか、 今回の S8 0 2を含めた

「第二次」 i19 堂院下 l屈遺構全体が、•この初！Ill ~JI 堂にあたる可能性は大きい。

の利堂院があり、

良時代後半（上J邑iitl術）

想案になっていたが、

以上の仮説に誤りがないとすると、 平城遥祁の当初（霊((!以l湘）、 朱•在 I"] VJ 

iEiliには中国の長安城含元殿を模した大極穀が、

今l旦10)S 

上l謎のilli位との

第三

全休

そのことを前1，店にし

この削I堂院は近年の訓

このり）I幽をいか

その南には礎石建ちのl引立

これに開接した束（壬生1"]の正面）には掘立柱という 「1云

統的」建築様式による十二刺堂があったことになる。 すなわち、 平城宮0J.i)J

すでに二つ 0.）i,)l:lli:が並列していたのである。 この姿は同じ平城宮0)奈

を経て、 後の平安宮において刺幽院と翡楽院という

二つの9)l堂が並列する｝釦りとなるものである。
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